




 

〔目的〕 

 片膝立てて起坐している患児の場合、骨格筋の萎縮と筋力の低下のために、

躯幹、四肢の変形があり、起坐時の姿勢を保つことが困難となる。病状が進行

するにつれて、長時間の固定が保ちにくくなり、患児に不安や恐怖を与え、又

捻挫や骨折をおこしかねないので起坐時の安定を計るために、足の滑り止めを

工夫する。以前は、おしぼりを足の下に敷き足を固定させていたが、固定も充

分でなかったので次の方法を試みた。 


